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目　　　的

　畜産研究所では，平成20年度から農林水産省委

託プロジェクト研究「放牧と水田等を組み合わせ

た周年屋外型飼養技術の確立」に取り組んでいる。

周年屋外型放牧とは，繁殖和牛を野草が繁茂する

春から晩秋に耕作放棄地へ放牧し，野草が枯れる

冬期に水稲収穫後，旺盛に生育する再生稲（ヒコ

バエ）を利用する水田放牧を組み合わせた飼料い

らず手間いらずを目的とした放牧技術である。

　今回，山口県等の中国地方で普及している和牛の

耕作放棄地への移動放牧が本県において，普及可能

な技術であるかを検証するために，当所繋養繁殖和

牛を用いて基礎調査および実証試験を行った。 

材料および方法

１）供試牛

　畜産研究所で繋養している黒毛和種繁殖雌牛で

臨床的に健康な非妊娠牛１２頭を用いた。供試牛の

年齢は３から１０歳，産次は初産から６産である。

２）馴致方法

　畜産研究所の運動場(200㎡)及び野草地(300

㎡）に電気牧柵を設置し，放牧予定牛を約３週間

野草と電気牧柵に馴致させた後，県内８カ所（延

べ13カ所）約5.7haの耕作放棄地へ順次放牧した。

放牧と水田等を組み合わせた周年屋外型飼養技術の確立
小規模移動放牧実証試験

大石　克己・林　宏美・北川　師士＊

要　　　約

　近年，中国地方で普及している和牛の小規模移動放牧が本県において実用可能な放牧技術であ

るかを検証するため，当所繋養繁殖和牛12頭を用いて県内耕作放棄地8カ所で草種と採食性の関

係，放牧日数の推定，電気牧柵等の必要資材費，放牧牛の健康栄養検査，草刈り効果等を調査す

るために実証試験を行い，次の結果が得られた。１）草種と採食性の関係では，イネ・マメ科が

好食でありキク・タデ科はつまみ食・不食であった。２） 本県の放牧推定日数は，山口型放牧推

定日数に本県耕作放棄地での主要草種毎の補正率を乗じることにより推定が可能となった。３）

電気牧柵等の設置必要資材費は初年度約107千円，耐用年数を除すると年間約15千円と安価で

あった。４）放牧牛の体重およびルーメンサイズは退牧時には12kg，4cm減少したが，MPT値

は適正範囲内で推移したことから本県の耕作放棄地は充分な牧養力があり普及可能な技術である

ことが実証できた。

現所属　＊企画研究課

表１　耕作放棄地の概要

放牧頭数面積（�）地目放牧日数放牧地No

2970畑5M1

21,019水田8IS2

33,544果樹園21SK1－13

31,752果樹園12SK2－24

43,625畑29M－15

27,023山林28SY6

23,544果樹園19SK1－27

21,752果樹園8SK2－28

35,296果樹園20SK1・2－29

45,296果樹園22SK1・2－310

23,972田35KK12

23,923田38KA13

415,000畑110M－214
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３）放牧地及び放牧方法

　耕作放棄地の概要を表１に示した。各耕作放棄

地は電気牧柵で囲い，水だけの給与で無畜舎飼育

で退牧まで昼夜連続放牧とした。毎日朝の巡回時，

健康状態把握のため濃厚飼料0.2kg/日・頭給与し

た。また，ミネラル補給のため固形型鉱塩を常設

した。

４）体重およびＭＰＴ検査

　放牧牛の体重測定，ルーメンサイズ及び代謝プ

ロファイルテスト（ＭＰＴ）は馴致時，入牧直後，

退牧時，舎飼（退牧後２週目） 時の４回実施し，

牛の健康及び栄養状態を把握することにより耕作

放棄地毎の牧養力評価を行った。

　ＭＰＴの検査項目は，エネルギー代謝の指標と

なる遊離脂肪酸（ＦＦＡ），β－ヒドロキシ酪酸

（ＢＨＢ），グルコース（Ｇｌｕ），総コレステロー

ル（Ｔ- ｃｈｏ），タンパク質代謝の指標となる尿

素窒素（ＢＵＮ），肝機能の指標となるアスパラギ

ン酸アミノトランスフェラーゼ（ＡＳＴ），γ- グ

ルタルトランスペプチダーゼ（ＧＧＴ）の計７項

目とした。

５）植生および採食調査

　植生調査は各耕作放棄地に入牧直前と退牧直後

に行った。また採食性は退牧時の草種が採食程度

により好食・食・つまみ食いとし，全て残食して

いるものを不食とした。

６）草刈り効果

　和牛の放牧による耕作放棄地の雑草管理につい

て，その有効性を検証した。

結果および考察

１．植生調査

　耕作放棄地毎に草種と採食性調査結果を表２に

示した。平野部ではセイタカアワダチソウ，ヒメ

ムカシヨモギ，オオアレチノギク，アレチギシギ

シ，中山間地域ではススキ，クズ，クワクサ，イ

タドリ，セイタカアワダチソウが主な草種として

確認された。

　また，採食性は個体により若干差異はあったも

のの，全般的にイネ・マメ科が好食あるいは食で

あり，キク・タデ科はつまみ食い又は不食であっ

た。

　採食順では，マメ・イネ科の好食草種から食べ

始め，食べ尽くすと次にイラクサ・ヒユ科，最後

にキク・タデ科となった。有毒植物のヨウシュヤ

マゴボウやシキミは全く無関心であり不食であっ

た。（表２）

２．徳島型放牧推定日数

　耕作放棄地を主要草種毎に分類し，山口型放牧

推定日数［生草重量（kg/㎡）×放牧地面積（㎡）

/（100kg×放牧頭数）］と本県の放牧日数を比較

した結果，ススキ主体109％，クズ主体84％，セ

イタカアワダチソウ75％，ススキ・クワクサ主体

81％，ススキまたはカモジグサとイネ科牧草主体

98％の利用率であった。この結果，山口型放牧推

定日数に主要草種毎の補正率を乗じることにより，

本県における放牧日数の推定が可能となった。

（表３）

３．必要資材費                         

　放牧地１ha当たりの電気牧柵等の必要経費を

調査した結果，初年度資材費は約107千円を要し

たが，すべての資材は汎用性があり，その耐用年

数を除すると年間約15千円の安価な費用で設置

可能であった。（表４）　

　　　　　　　　　　　　　　　　

４．栄養状態　　　　　　　　　　　　　　　　

　放牧牛の馴致時における体重は平均439.93±

26.7kg，退牧時では427.3±25.5kg，ルーメンサ

イズは204.0±6.7cm，200.6±6.8cmと12kg，

4cmとやや減少したが，栄養不良等による体重減

少の退牧判断基準は約20kgであることから，本

試験における馴致が順調に行われ，本県の耕作放

棄地野草には充分な栄養価を有すると推測された。

　エネルギー代謝の指標となるＴ－Ｃｈｏ，Ｇｌ
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ｕ，ＢＨＢ，ＦＦＡ及びタンパク質代謝の指標と

なるＢＵＮは適正範囲内で推移したが，放牧牛１

頭に流産によるＡＳＴ値の一過性の増加や遠隔地

放牧場への輸送ストレスによるＦＦＡ増加が確認

された（図５）。

　野草の栄養価は草種や季節により異なるが，

TDN含量45～65％，CP含量5～13％程度との報

告があり，また肉牛成雌牛の維持養分濃度は，

TDN含量50％前後，ＣＰ含量8％程度であること

から繁殖和牛にとって野草は栄養バランスが良い

エサであることが示唆された。

補正率
①/②×100％

推定放牧日数
②

実際放牧日数
①

地　目草　種

74.65944水田（２カ所）セイタカアワダチソウ主体

84.12218.5果樹園（３カ所），山林（１カ所）クズ主体

108.83437水田（１カ所）ススキ主体

81.437.730.7果樹園（３カ所）ススキ＋クワクサ主体

96.542.541畑（２カ所）ススキ＋イネ科牧草

97.64342畑（１カ所）カモジグサ＋イネ科牧草

※山口型放牧推定日数＝生草重量（kg/㎡）×放牧地面積（㎡）×100kg・放牧頭数

表３　徳島型放牧推定日数

徳島型＝生草重量（kg/㎡）×放牧地面積（㎡）/100kg・放牧頭数×補正率（％）

採食性
植物名

SYSKM－1ISM総合判定

イネ科

＋＋＋　ススキ

＋＋　オヒシバ

＋＋＋　アキノエノコログサ

＋＋　イタリアン

＋＋　ドタシバ

＋＋　キンエノコロ

＋＋　ドタシバ

＋＋＋＋　トールフェスク

＋＋＋＋＋＋　セシバンモロコシ

イラクサ科

＋＋＋＋　カラムシ

キク科

－－－－－－　ヒメジョオン

±±±±±±　セイタカウワダチソウ

－－　オオヨモギ

－－　コウゾリナ

－－　フキ

＋＋＋＋　アキノゲシ

＋＋　センダングサ

±±±±±　ヒメケカシヨモギ

±±±±　オオアレチノギク

クワ科

－－－－　カナムグラ

＋＋＋＋＋　クワクサ

コバイイシカグマ科

＋＋＋　ワラビ

（注）＋＋：好食，＋：食，±：つまみ食い，－：不食

採食性
植物名

SYSKM－1ISM総合判定

スイカズラ科

＋＋　スイカズラ

タデ科

－－－－－　イタドリ

－－　イヌタデ

－　ミズヒキ

－　イシミカワ

－－　スイバ

＋＋　アカツメグサ

－±±±±　アレチギシギシ

ツユキサ科

－－－　ツユクサ

バラ科

－－－　ノバラ

ヒユ科

±±±　イヌビユ

＋＋＋＋＋　イノコズチ

ヒルガオ科

－　セイヨウヒルガオ

ブドウ科

－－　ヤブガラシ

マメ科

＋＋＋＋　ヤブマメ

＋＋＋　シロツメグサ

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋　クズ

ヤマゴボウ科

－－－－　ヨウシュヤマゴボウ

表２　草種と採食性
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表４　必要資材費

備　考

資　材　費
耐用年数
（年）

資　材　名 １ｍ当たり
（円/年）

年間
（円/年）

金額
（円）

24.79,87579,0008ソラー電牧器

５ｍ間隔で設置。0.62252,25010電柵支柱

支柱１本につき２個必要。0.41688405碍子

3.51,4007,0005三連アース棒

２段がけとする。3.81,5006,0004アルミ電柵線（500ｍ）

1.76803,4005スプリング

0.62561,2805フック

25ｍ間隔で設置。2.18404,2005通電警告標識

0.83132,5008検電器

38.215,257106,470合　　　　　計

※100ｍ×100ｍの１haとし，周囲の延長は400ｍとする。

図５　体重・ルーメンサイズ・MPT
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５．草刈り効果

　和牛は多くの雑草，灌木を採食するが，その嗜

好性に違いが認められ，マメ科やイネ科など嗜好

性の高い草種が主体の耕作放棄地では低めの放牧

圧で高い草刈り効果が確認された。また，キク科

やタデ科など嗜好性の悪い耕作放棄地では，高め

の放牧圧が必要となり，退牧時にも食べ残しが目

立った。

　数年間休耕しススキ等の大型雑草が繁茂した畑

では，毎年継続して放牧することによりススキは

減少し，雑草の草高は20cm以下に抑制すること

ができた。

　草刈り効果は確認されたものの，牛は全て雑草

を食べ尽くすわけでなく，最後は人が草を刈って

きれいにすることが必要であり，退牧後数ヶ月経

過すると再び野草が繁茂し耕作放棄地へと荒廃す

る問題が残った。今後の課題として草地化あるい

は農地復元可能な状態に保持する再生利用技術の

開発が急務と思われた。

（写真１～７）

　最後に本試験において，県畜産課，家畜保健衛

生所，農業支援センター，市町村等担当職員が放

牧地の選定から電気牧柵設置，日常管理，撤去等

に至る一連の作業に従事した結果，地域毎の技術

者が養成できたこと。また県西部において，和牛

繁殖農家を対象とした放牧講習会や現地検討会の

開催により耕作放棄地放牧の推進を図ることがで

きた（写真８）。

○写真１　廃畑放牧（県西部：中間農業地域）

【イネ牧草主体】 【退牧：放牧5日目】

○写真２　廃水田放牧（県北部：平地農業地域）

【セイタカアワダチソウ主体】 【簡易日陰施設】
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○写真３　廃スダチ園放牧（県北部：中間農業地域）

【ススキ・クワクサ主体】 【退牧：放牧19日目】

○写真４　廃ミカン園放牧（県北部：中間農業地域）

【クズ主体】 【退牧：放牧8日目】

○写真５　林地放牧（県北部：山地農業地域）

【ヒノキ植林地で行動する牛】 【退牧：28日目】
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○写真６　パイロット農地放牧（県西部：山間農業地域）

【放牧前：ススキ主体】 【放牧１年目】

【放牧２年目】 【退牧後：ススキ消失】

○写真７　廃水田放牧（県南：中間農業地域）

【ヨシ主体】

○写真８　現地検討会
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